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虐
待
が
子
ど
も
に
与
え
る
影
響

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
身

の
成
長
と
人
格
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
、
子
ど
も
に
対
す
る
最
も
重
大
な

権
利
侵
害
で
す
。
ま
た
、虐
待
は
、次
の
世

代
に
引
き
継
が
れ
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

よ
く｢

し
つ
け｣

で
あ
る
か｢
虐
待｣

で
あ
る
か
が
議
論
さ
れ
ま
す
が
、た
と
え
、

し
つ
け
の
つ
も
り
で
あ
っ
て
も
、
な
ぜ
叱

ら
れ
た
の
か
が
理
解
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、

恐
怖
感
だ
け
を
与
え
て
し
ま
っ
て
い
る
場

合
な
ど
は
、
親
の
思
い
や
意
図
と
は
関
係

な
く
虐
待
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
子
ど
も
自
身
に
と
っ
て
有
害
か
ど
う

か
で
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

「
子
ど
も
の
人
権
」
を

み
ん
な
で
守
ろ
う
！

　

私
た
ち
が
毎
日
の
生
活
を
送
っ
て
い
る

な
か
で
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
を

見
か
け
た
り
何
か
様
子
が
変
だ
な
と
感
じ

た
り
し
た
ら
、
下
記
の
い
ず
れ
か
ま
で
ご

相
談
、
ま
た
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

相
談
者
や
連
絡
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、調
査
を
し
た
結
果
、虐
待
の
事

実
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
責
任
を
問
わ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
子
ど

も
の
安
全
を
最
優
先
に
考
え
行
動
す
る
。

そ
れ
が
大
き
な
支
援
の
輪
へ
と
つ
な
が
る

第
一
歩
で
す
。

　

子
ど
も
が
本
来
持
っ
て
い
る｢

生
き
る

権
利｣

｢

保
護
さ
れ
る
権
利｣

を
守
り
、子

ど
も
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
る
明
る
い
ま
ち
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

相
談
・
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

▼

子
ど
も
青
少
年
課
☎
26-

０
９
９
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

▼

家
庭
児
童
相
談
室
☎
23-

７
８
３
８

番
▼

彦
根
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
24-

３
７
４
１
番

▼
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
24
時
間
対
応
）

☎
０
７
７-

５
６
２-

８
９
９
６
番

▼
近
く
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

彦
根
市
で
は
、
彦
根
市
青
少
年
育
成
市

民
会
議
が
中
心
と
な
り
、
青
少
年
育
成
関

係
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
「
地
域
の
子
ど

も
は
地
域
で
守
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
青

少
年
の
健
全
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
家
庭
づ
く
り

　

青
少
年
の
健
全
な
人
格
形
成
に
と
っ
て
、

家
庭
は
最
も
基
礎
的
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。家
族
が
何
で
も
自
由
に
話
し
合
え
、親

子
が
愛
情
と
信
頼
の
絆
で
結
ば
れ
た
明
る

い
家
庭
づ
く
り
が
大
切
で
す
。 

　

滋
賀
県
で
は
毎
月
第
３
日
曜
日
の
「
家

庭
の
日
」
を
「
家
族
ふ
れ
あ
い
サ
ン
デ
ー
」

と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
親
子
が
一
緒

に
過
ご
せ
る
時
間
を
つ
く
り
、
対
話
や
ふ

れ
あ
い
の
中
で
家
族
の
一
員
と
し
て
の
役

割
意
識
や
責
任
感
を
育
て
る
機
会
に
し
ま

し
ょ
う
。

家
族
ふ
れ
あ
い
サ
ン
デ
ー　

絵
画･

ポ
ス
タ
ー
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す

作
品
展　

　

場
所　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）　

　

期
間　

11
月
17
日
㈭
～
同
24
日
㈭

有
害
環
境
の
浄
化
活
動

　

市
内
の
駅
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
白
ポ

ス
ト
を
中
心
に
、
露
骨
な
性
描
写
や
粗
暴

性
を
助
長
す
る
内
容
で
、
青
少
年
に
と
っ

て
有
害
な
雑
誌
・
書
籍
、
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
な
ど
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
販
売
店
や
レ
ン
タ
ル
店
な
ど
で

の
区
分
陳
列
や
、
青
少
年
に
販
売
し
な
い

こ
と
な
ど
を
少
年
セ
ン
タ
ー
が
中
心
に

な
っ
て
調
査･

指
導
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
の
有
害
図
書
等
自
動
販
売

機
は
撤
去
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
地

域
ぐ
る
み
で
設
置
さ
せ
な
い
取
り
組
み
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

青
少
年
を
犯
罪
か
ら
守
る
活
動

　
「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
は
、
登
下

校
時
や
外
出
時
の
子
ど
も
に
万
が
一
危
険

が
迫
っ
た
と
き
に
、
逃
げ
込
む
こ
と
が
で

き
保
護
を
し
て
も
ら
え
る
家
の
こ
と
で
す
。

「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
の
ロ
ゴ
入
り

シ
ー
ル
や
プ
レ
ー
ト
を
子
ど
も
の
目
に
つ

き
や
す
い
と
こ
ろ
に
設
置
し
て
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
約
１
、
８
７
０
件
の
設
置
協
力
者

が
あ
り
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
や
犯
罪
の

抑
止
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
を
不
審
者
か
ら
守
る
た
め
に
、
各
地
区

で
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
人
を
中
心
に
見
守

り
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
青
少
年
課
☎

26-

０
９
９
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６

８
番

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

11
月
は

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
高
校
教
員
と
し
て
勤
務
、
生
徒
指

導
を
担
当
し
、
中
学
・
高
校
生
の
非

行
・
薬
物
汚
染
・
心
の
問
題
な
ど
に

関
わ
り
、
生
徒
の
更
生
と
、
非
行
防

止
、
薬
物
汚
染
の
拡
大
の
予
防
の
た

め
の
活
動
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、若
者
た
ち
か
ら
「
夜
回
り
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
深
夜
の
繁
華
街
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
し
て
、
多
く
の
若

者
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
、
彼
ら
の
非
行

防
止
と
更
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
他
に
も
、
全
国
各
地
か
ら
の
メ

ー
ル
や
電
話
に
よ
る
様
々
な
子
ど
も

た
ち
か
ら
の
相
談
に
答
え
、
不
登
校

や
心
の
病
、
自
殺
な
ど
の
問
題
に
関

わ
っ
て
い
る
。

　

彦
根
市
で
は「
子
ど
も
の
笑

顔
が
輝
く
ま
ち
」「
虐
待
の
起

き
な
い
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、

児
童
虐
待
防
止
の
取
り
組
み

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
、啓
発
活
動
の
取
り
組

み
と
し
て
、｢

児
童
虐
待
防
止

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム｣

を
開
催
し
ま

す
。

　

テ
ー
マ
は
、虐
待
と
非
行
で

す
。虐
待
を
受
け
た
経
験
の
あ

る
子
ど
も
が
非
行
・
反
社
会
的
行
為
に
及

ぶ
傾
向
が
強
い
こ
と
は
専
門
家
の
間
で
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
中
学
・
高
校
生
の
非
行
防
止
・

薬
物
汚
染
・
心
の
問
題
な
ど
に
関
わ
り
、
精

力
的
に
活
動
し
て
い
る
水
谷
修
さ
ん
を
招

い
て
、
児
童
虐
待
が
子
ど
も
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

11
月
20
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
～

同
３
時
10
分　

会
場　

ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根　

ビ
バ
シ
テ
ィ

ホ
ー
ル
（
竹
ケ
鼻
町
）

演
題  「
あ
し
た
笑
顔
に
な
あ
れ
」

　

～
夜
回
り
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

講
師  

水
谷　

修
さ
ん
（
花
園
大
学
、関
西
大

学
、
大
阪
経
済
大
学
客
員
教
授
）

定
員　

４
０
０
人
（
事
前
申
込
不
要
）

問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
青
少
年
課
☎

26-

０
９
９
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６

８
番 児

童
虐
待
防
止
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ひ
こ
ね
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

２
０
１
１

　

竹ち
く

灯と
う

火か

や
キ
ャ
ン
ド
ル
で
彦
根
の
ま

ち
を
彩
り
ま
す
。電
気
を
消
し
た「
ス
ロ

ー
な
夜
」に
灯
る
キ
ャ
ン
ド
ル
。皆
さ
ん

も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
５
日
㈯　

午
後
５
時
～

（
雨
天
中
止
）

場
所　

宗
安
寺
、
夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル

ロ
ー
ド

問
い
合
わ
せ
先　

ひ
こ
ね
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
実
行
委
員
会
事
務
局(

夢
京

橋
あ
か
り
館
）
☎
27-

５
５
０
１
番

　 清掃センターでは、ごみやリサイクルについて楽し
く学び、体験するイベントを開催します。
日時　11月12日㈯　９：30 〜 14：00　※雨天中止
会場　 清掃センター（野瀬町）
申込・問い合わせ先　 清掃センター☎22-2734、

FAX24-7787

主な内容　
清掃センター施設見学会　３回に分けて開催。職員の案

内で各施設を見学します。（① 10：00 〜、② 11：
00 〜、③ 12：30 〜）

※子ども会や老人会などの団体の参加も歓迎します。団
体で見学を希望する場合は、事前に 清掃センターに
申し込んでください。

ごみの分別体験　実際のごみを使ってごみの分別を体
験し、正しい分別の方法を学習します。

催し物情報

守
る
の
は 

気
づ
い
た
あ
な
た
の 

そ
の
勇
気

た
く
ま
し
く 

伸
び
よ
う 

伸
ば
そ
う 

湖
国
の
子

パネル展示・クイズコーナー　ごみやリサイクル資源、
グリーン購入などのパネルを展示します。また、会場
の施設を使ってのクイズコーナーもあります。

汚泥肥料と花の種などの配布　し尿処理によってでき
る汚泥肥料や花の種を配布します。

ひこねエコマーケット夢畑　リサイクル品の市で、欲し
い物や掘り出し物を見つけにきませんか。

※エコマーケットの問い合わせは、リサイクルステーシ
ョン☎26-4810（FAX 共用）10：00 〜 16：00、
木・日曜日、祝日は休み


